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認知症施策推進計画にかかる調査 結果抜粋 

留意点 

分析結果を見る際の留意点は以下のとおりです。 

①「n」は「number」の略で、比率算出の母数です。 

② 単数回答の場合、本文および図表の数字に関しては、すべて小数点第２位以下を四捨五入し、小数 

点第１位までを表記。このため、百分率の合計が 100.0％とならない場合があります。  

③ 複数回答の場合、図中に MA（Multiple Answer ＝いくつでも）、3LA（3 Limited Answer＝３つま

で）と記載しています。また、不明（無回答）はグラフ・表から除いている場合があります。 

要支援・要介護認定者ご本人様について 

●Ｃ問1  あなたは、家族、友人、仲間等の誰かに自分の思いを伝えることができていると

思いますか。（ひとつだけ○） 

○ 自分の思いの伝達実感について、「少しそう思う」が 39.6％で最も高く、次いで「とてもそ

う思う」が 32.8％、「あまりそう思わない」が 11.9％となっています。 

【自分の思いの伝達実感】 

 

 

 

 

 

●Ｃ問2  あなたは、地域・家庭で何かしらの役割を果たしていると思いますか。（ひとつだ

け○） 

○ 地域・家庭での役割実感について、「少しそう思う」が 30.5％で最も高く、次いで「あまり

そう思わない」が 20.4％、「全くそう思わない」が 18.6％となっています。 

【地域・家庭での役割実感】 
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う
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う

少
し
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う
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う

あ
ま
り

そ
う
思
わ
な
い

全
く

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 32.8 39.6 11.9 4.2 7.6 3.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
て
も
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う
思
う

少
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そ
う
思
う
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全
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う
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わ
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わ
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い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 13.4 30.5 20.4 18.6 13.0 3.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
て
も
そ
う
思
う

少
し
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

43.4 

20.7 

7.1 

36.7 

45.9 

33.9 

8.3 

15.9 

21.4 

2.4 

3.7 

19.6 

4.4 

11.4 

14.3 

4.9 

2.4 

3.6 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
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そ
う
思
う

少
し
そ
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う
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り
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う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

17.5 

7.3 

10.7 

37.1 

26.0 

1.8 

18.9 

24.0 

16.1 

12.4 

24.4 

39.3 

9.5 

15.9 

26.8 

4.6 

2.4 

5.4 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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●Ｃ問7  あなたは、もの忘れが増えたり、判断能力が低下しても、住み慣れた地域で暮ら

していくためには、周りの人からどのような協力があると助かりますか。（いくつ

でも○） 

○ 能力低下時に必要な周囲の協力について、「話し相手」が 54.6％で最も高く、次いで「定期

的な声かけや見守り」が 39.1％、となっています。 

【能力低下時に必要な周囲の協力】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｃ問8  あなたが、もの忘れが増えたり、判断能力が低下した場合、どのような地域なら

ば安心して暮らしやすいと思いますか。（いくつでも○） 

○ 認知症等でも暮らしやすい地域像について、「声掛け・見守り・住民同士の助け合いがある

地域」が 55.3％で最も高く、次いで「公的な支援やサービス、行政施策が充実している地

域」が51.4％、「認知症になっても自分らしく、住み慣れた場所で暮らせる地域」が47.9％

となっています。 

【認知症等でも暮らしやすい地域像】 

 

  55.3

25.4

35.6

51.4

47.9

11.2

8.5

0 20 40 60 80 100

声掛け・見守り・住民同士の助け合いがある地域

認知症の正しい知識が啓発されている地域

ちょっとした困りごとや不安を相談できる地域

公的な支援やサービス、行政施策が充実している地域

認知症になっても自分らしく、住み慣れた場所で暮らせ

る地域

認知症の人が活躍できる場のある地域

無回答

(n=714)
(MA%)

54.6

39.1

23.1

18.5

25.5

19.7

2.4

13.0

5.7

0 20 40 60 80 100

話し相手

定期的な声かけや見守り

認知症への正しい理解

認知症の人の思いを知ること

居場所づくり（百歳体操やサロン、老人クラブ、認知症

カフェなど）

道に迷っている様子を見かけたときの声かけ

その他

わからない

無回答

(n=714)

(MA%)
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●Ｃ問9  あなたは、家族などの身近な人が、認知症を正しく理解していると思いますか。

（ひとつだけ○） 

○ 身近な人の認知症理解に対する認識について、「少しそう思う」が 44.1％で最も高く、次い

で「わからない」が 21.0％、「とてもそう思う」が 18.6％となっています。 

【身近な人の認知症理解に対する認識】 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｃ問12 あなたは、自分の思いが尊重されていると思いますか。（ひとつだけ○） 

○ 本人の意思尊重の実感について、「少しそう思う」が 49.4％で最も高く、次いで「とてもそ

う思う」が 20.4％、「わからない」が 12.9％となっています。 

【本人の意思尊重の実感】 
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う
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全
く

そ
う
思
わ
な
い
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い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 18.6 44.1 10.9 1.4 21.0 3.9 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
て
も

そ
う
思
う

少
し

そ
う
思
う

あ
ま
り

そ
う
思
わ
な
い

全
く

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 20.4 49.4 12.0 1.4 12.9 3.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
て
も
そ
う
思
う

少
し
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

18.2 

20.3 

14.3 

41.3 

46.7 

53.6 

10.4 

12.6 

7.1 

1.5 

1.2 

1.8 

23.3 

17.1 

21.4 

5.3 

2.0 

1.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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う
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わ
な
い

わ
か
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い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

23.3 

18.7 

7.1 

52.7 

45.5 

42.9 

7.8 

18.7 

14.3 

1.7 

0.8 

1.8 

10.0 

14.6 

26.8 

4.6 

1.6 

7.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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●Ｃ問13 あなたが、もの忘れが増えたり、判断能力が低下した場合、どこで生活したいで

すか。（ひとつだけ○） 

○ 能力低下時の希望居住場所について、「自宅で生活したい」が 61.6％で最も高く、次いで

「介護施設に入所したい」が 19.5％、「わからない」が 14.6％となっています。 

【能力低下時の希望居住場所】 

 

 

 

  

自
宅
で
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た
い

介
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設
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そ
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わ
か
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な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 61.6 19.5 0.8 14.6 3.5 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

自
宅
で
生
活
し
た
い

介
護
施
設
に
入
所
し
た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

59.7 

66.3 

55.4 

22.6 

16.3 

10.7 

0.5 

1.2 

1.8 

13.1 

14.6 

25.0 

4.1 

1.6 

7.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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●Ｃ問14 あなたが、もの忘れが増えたり、判断能力が低下した場合、自宅で暮らしていく

ためには、どのようなことが必要になると思いますか。（いくつでも○） 

○ 能力低下時に自宅で暮らすための条件について、「適切な介護サービスの利用」が 76.3％で

最も高く、次いで「認知症への理解と対応」が 42.7％、「定期的な見守りと声かけ」が

41.5％となっています。 

【能力低下時に自宅で暮らすための条件】 

 

  

76.3

42.7

41.5

33.1

27.7

26.2

25.1

3.1

1.7

4.6

0 20 40 60 80 100

適切な介護サービスの利用

認知症への理解と対応

定期的な見守りと声かけ

買い物や外出の付き添い

簡単な掃除やごみ出しなどの手伝い

ひとり暮らしのためのサポート

金銭面の管理

その他

特に必要はない

無回答

(n=714)

(MA%)
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主な介護者の方について 

●Ｄ問1  あなたは、周りのすべての人が、認知症を正しく理解していると思いますか。（ひ

とつだけ○） 

○ 社会全体の認知症理解に対する認識について、「あまりそう思わない」が 31.5％で最も高

く、次いで「少しそう思う」が 31.0％、「わからない」が 10.2％となっています。 

【社会全体の認知症理解に対する認識】 

 

 

 

 

 

 

 

 

●Ｄ問9  あなたが、本人のことを専門機関（医療・介護等相談機関）に相談したのは、本人

が認知症ではないかと思い始めてからどのくらいの期間ですか。（ひとつだけ○） 

○ 疑い始めてから専門機関へ相談するまでの期間について、「１か月以上６か月未満」が

30.0％で最も高く、次いで「１年以上２年未満」が 17.4％、「６か月以上１年未満」が

15.4％となっています。 

【疑い始めてから専門機関へ相談するまでの期間】 

 

  

と
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う

少
し

そ
う
思
う

あ
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そ
う
思
わ
な
い

全
く

そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=714） 5.9 31.0 31.5 3.6 10.2 17.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

１
か
月
未
満

１
か
月
以
上

６
か
月
未
満

６
か
月
以
上

１
年
未
満

１
年
以
上

２
年
未
満

２
年
以
上

３
年
未
満

３
年
以
上

５
年
未
満

５
年
以
上

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

全
体

全体
（n=247） 9.3 30.0 15.4 17.4 7.7 5.7 6.5 8.1 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

と
て
も
そ
う
思
う

少
し
そ
う
思
う

あ
ま
り
そ
う
思
わ
な
い

全
く
そ
う
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

凡
例

[ 凡例 ]

自立+ Ⅰ

（n=412）

Ⅱ

（n=246）

Ⅲ以上

（n=56）

認
知
症
自
立
度

5.6 

6.9 

3.6 

24.8 

39.0 

41.1 

26.2 

38.2 

41.1 

3.6 

2.8 

7.1 

11.4 

9.3 

5.4 

28.4 

3.7 

1.8 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%
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●Ｄ問13 あなたは、本人の介護をしていて困ること、負担に感じることはありますか。（い

くつでも○） 

○ 介護における困りごと・負担感について、「特にない」が 25.4％で最も高く、次いで「自分

の自由な時間がない」が24.6％、「本人を残して外出できない」が23.8％となっています。 

【介護における困りごと・負担感】 

 

●Ｄ問15 あなたが、本人の介護をしていて、身近に地域であったらいいなと思うものはあ

りますか。（いくつでも○） 

○ 地域にあれば良いと思う介護支援について、「日ごろからの支え合いや声掛け、挨拶」が

29.4％で最も高く、次いで「居場所（百歳体操やサロン、老人クラブなど）」が 17.9％、

「地域で認知症の理解を深め、身近な支援者を増やすこと（認知症サポーターの養成）」が

15.5％となっています。 

【地域にあれば良いと思う介護支援】 

 

23.8

24.6

7.3

16.0

10.8

10.5

8.8

6.4

6.4

2.9

1.8

8.4

25.4

20.2

0 20 40 60 80 100

本人を残して外出できない

自分の自由な時間がない

徘徊やもの盗られ妄想など、介護の負担が大きい

十分に睡眠をとることができない

適切な介護の仕方が分からない

認知症の症状を、病気としてわりきれない

介護に協力してくれる人がいない

仕事に出ることができない

自分自身の通院・治療が受けられない

現在利用している介護サービスに不満がある

地域に病気や介護についての理解がなく、気軽に話せ…

その他

特にない

無回答

(n=714)

(MA%)

29.4

17.9

14.1

15.5

7.4

14.1

1.5

14.3

15.0

20.7

0 20 40 60 80 100

日ごろからの支え合いや声掛け、挨拶

居場所（百歳体操やサロン、老人クラブなど）

認知症であることを地域の人に話すことができる環境

地域で認知症の理解を深め、身近な

支援者を増やすこと（認知症サポーターの養成）

認知症の人が役割を持って活躍できる

場所（チームオレンジ）

認知症の本人や家族が集える場所（認知症カフェなど）

その他

特にない

わからない

無回答

(n=714)
(MA%)
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●Ｄ問 16 あなたは、今後、守山市が認知症施策を進めていく上で、特にどのようなことに重点を置く

べきだと考えますか。（３つまで○） 

○ 守山市が重点を置くべき認知症施策について、「家族の精神的な負担を緩和する取組」が

44.5％で最も高く、次いで「認知症に関する相談窓口や病院、介護保険サービスなどの情

報が簡単に収集できる仕組み」が 28.2％、「認知症を早期に発見し、予防活動や専門医療機

関につなげる取組」が 26.9％となっています。 

【守山市が重点を置くべき認知症施策】 

 

 

44.5

7.4

12.7

26.9

5.0

8.4

6.3

3.4

2.0

28.2

3.6

5.5

11.9

19.5

1.3

3.8

6.4

13.9

0 20 40 60 80 100

家族の精神的な負担を緩和する取組

家族を対象に、介護や

コミュニケーション方法等の研修会の開催

認知症に関する正しい理解を広める取組

認知症を早期に発見し、予防活動や

専門医療機関につなげる取組

若年性認知症の方への相談支援

近隣住民などによる見守り

行方不明の認知症の方を早期発見するための取組

成年後見制度など、認知症の人の

権利や財産を守る制度の活用促進

虐待を防止するための取組の充実

認知症に関する相談窓口や病院、

介護保険サービスなどの情報が簡単に収集できる仕組み

認知症の方を介護する家族の交流などができる場

認知症の人が活動する場づくり、社会参加の支援

介護サービスにあたる専門職の質の向上

認知症グループホームなどの施設整備

その他

特にない

わからない

無回答

(n=714)

(3LA%)


